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Out of 1592 primary lung cancer cases who were confirmed by the histological findin

gs, 101 cases (6.3 %) had been treated as pulmonary tuberculosis before the final diagn
osis was made as lung cancer.

Sixty percent of these patients were detected by the mass survey and 49% of them 

were adenocarcinoma.

Treatment for tuberculosis had been stopped within 3 months in 50% of these cases, 

while treatment by anti-tuberculous drugs had been continued for more than 13 months 

in 15%.

The duration of the treatment as tuberculosis was longer in cases detected by the 

mass survey and showing abnormal shadows in peripheral lung field on chest X-ray film, 

than in other cases.
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緒 言

肺癌と肺結核の鑑別は時に困難なことがあり,肺 癌症

例の中には確定診断のつく前に肺結核の治療をうけてい

る例がある。このような例を選び出し,年 齢,性,発 見

の動機,抗 結核剤を投与されていた期間と細胞型,胸 部

レ線像上の陰影の部位について検討 し,肺 結核と考え ら

れた根拠について考察を加えた。一部は第59回 日本結核

病学会で報告 したが,今 回は症例を追加 して報告する。

対 象

昭和50年 以後に東北大学抗酸菌病研究所附属病院と仙

台厚生病院に入院し,細 胞型の判明した原発生肺癌1,592

例の うち,確 定診断のつく前にINH単 独 投与を除く,

二 剤以上の抗結核剤を投与されていた症例を対象とした。

* From the Internal Medicine , the Research Institute for Tuberculosis and Cancer, Tohoku

 University, 4-1 Seiryocho, Sendai 980 Japan.

―19―



362 結 核　第60巻　 第6号

表1　 年齢と性

()抗 結核剤投与をうけていた例

表2　 細胞型分類

()抗 結核剤投与をうけていた例

表3　 発見の動機

()抗 結核剤投与をうけていた例

表4　 抗結核剤投与月数と細胞型

()女 性

表5　 胸部レ線像上の部位と細胞型

()女 性

表6　 集検発見59例 の胸部 レ線像上の部位と細胞型

()女 性

表7　 集検発見,肺 野型42例 の抗結核剤投

与月数と細胞型

()女 性

結 果

年齢と性

今回対象とした原発性肺癌症例1,592例 の年齢と性を表

1に 示 した。男性1,228例,女 性364例 で あり,確診前に

抗結核剤を投与されていた例は男性75例(6.1%),女 性

26例(7.1%)で あ り,全体では6.3%が 肺 結核の治療を

うけていたことになる。1,592例 の うち男女とも61歳か

ら70歳 までが最 も多 く611例(38.4%)と な り,抗 結核

剤投与をうけていた101例 の うちこの年代に属するのは

41例(40.6%)で 最 も多かった。

細胞型分類

対象とした原発性肺癌1,592例 と抗結核剤投与をうけ

ていた101例 の性別 と細胞型分類を示したのが表2で あ

る。男性1,228例 については扁平上皮癌(44.4%),腺 癌

(26.7%),大 細胞癌(14.7%),小 細胞癌(13.9%)の 順
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となる。女性364例 については腺癌(65.4%),大 細胞癌

(12.1%),つ いで扁平上皮癌と小細胞癌(と もに11.3

%)の 順 であった。抗結核剤を投与されていた101例 に

ついては男性75例 のうち扁平上皮癌,腺 癌,大 細胞癌,

小 細胞癌の順に多く,抗 結核剤の投与をうけていた症例

の頻度は細胞型によるかたよりは認められなかったが,

女性では26例 のうち77%に 相 当する20例 が腺癌であった。

全体としてみると抗結核剤投与例101例 の うち48.5%

が腺癌であり,腺 癌が今回対象とした1,592例 中506例

(35.6%)で あ るので,原 発性肺癌症例のうち肺結核と

して加療されていた例は腺癌が多いと言えるかもしれな

い。

発見の動機

今回対象とした1,592例 と抗結核剤投与を受けていた

症例の受診の動機をまとめたのが表3で ある。1,592例

の うち集団検診発見例が451(28.3%)で あったが,抗 結核

剤投与例101例 の うち59(58.4%)が 集 団検診で発見

されていた。人間 ドックでの検診,高 血圧,胃 潰瘍など

呼吸器症状を示さない症例で発見された例を呼吸器症状

なし群として,集 団検診で発見された例と合せて考える

と肺癌症例1,592例 中606例(38.1%)と なるのに対 し

て,抗 結核剤投与101例 では74例(73.8%)と な り,抗 結

核剤を投与されていた原発性肺癌症例は呼吸器症状を伴

わない時点で発見された例が多いと考えられた。

抗結核剤投与月数と細胞型

抗結核剤を投与されていた101例 について結核として

治療をうけていた期間と細胞型の関連を表4に まとめた。

101例 の うち49例(48.5%)が 治療開始から3カ 月以内

に肺癌の診断が確定 していたが,13カ 月以上肺結核の加

療をうけていた例が15例(14.8%)あ り,そ のうち10例

が腺癌であ った。小細胞癌ではすべての症例が6カ 月以

内に結核の治療が中止されていた。

胸部レ線像上の部位と細胞型

抗結核剤投与をうけていた101例 について胸部レ線像

上の陰影を肺門型と肺野型に分類 し,細 胞型との関連を

みたのが表5で ある。全体としてみ ると肺野型が61例

(60.4%)で あるが扁平上皮癌34例 では肺門型が多 く,

肺野型は44.1%で あ った。大細胞癌11例 中10例 が肺野型

の陰影を呈 していた。

集検発見59例 の胸部レ線像上の部位と細胞型

肺癌の確診前に抗結核剤を投与されていた例では集検

で発見された例の割が高いのでそれらの症例の胸部 レ線

像上の陰影の部位 と細胞型の関連をみたのが表6で ある。

扁平上皮癌17例 では肺門型,肺 野型がほぼ同数であった

が,そ の他の細胞型では肺野型が多 く,全 体では59例 中

42例(71.2%)と な る。従 って,集 団検診で発見され

肺癌の確診前に抗結核剤投与をうけていた症例では胸部

レ線像上で肺野型を呈する割合いが高いと考えられる。

集検発見,肺 野型42例 の抗結核剤投与期間と細胞型

表6の 結果か ら肺癌確診前に結核として治療をうけて

いた症例は集検で発見され,レ 線像上肺野型の陰影を呈

する場合が多いと考えられたのでてのような症例42例 に

ついて結核として加療されていた期間と細胞型の関連を

みたのが表7で ある。3カ 月以内に肺結核の治療を中止

されていたのが13例(30.9%)で あ り,13カ 月以上治療

されていたのは10例(23.8%)で あ った。てれを101例

全体の結果をまとめた表4と 比較してみると,長 期間抗

結核剤を投与されていた割合いが高いと考え られた。腺

癌では24例 中7例 が13カ 月以上加療をうけていた。

考 察

胸部 レ線像上,肺 癌と肺結核の鑑別は時として困難を

伴うてとがある。肺癌を肺結核として加療 している間に

陰影が不変ないし増大するてとが多いが,逆 に結核腫様

病変を肺癌と考えるてともある。1)～6)更 に,時 として肺

癌と肺結核が合併 しているてともあり,我 々は肺癌と診

断された2,244例 中49例 に肺結核の所見を認めており7),

小松 ら8)は肺癌患者642例 中活動性肺結核が25例 に認め

られたと報告 している。また,人 型結核菌が検出され,

肺結核として加療 した1,223例 の うち3例 に肺癌の発生

を認めており7),中 村 ら9)も 肺結核病棟に入院した479

例中13例 に肺癌が発生 したてとを報告 している。肺癌発

見時に肺結核の治療を継続 している例では肺結核の治療

中断または未治療の例 と比べて肺癌の確診までの期間が

長いてとが指摘されているが10),胸 部 レ線像上古い胸

膜炎による胸膜の肥厚や瘢痕化した結核病巣がある場合

には肺癌の確診が遅れるてとも報告されている11)。

今回対象とした肺癌確診前抗結核剤投与例は101例 で

あったが,て のうち76例 は他施設か らの紹介であり,て

のうち10例 が痰の培養で,2例 が塗抹で菌陽性とされて

いたが,塗 抹陽性であった2例 は後になって非定型抗酸

菌と判定された。

肺結核として加療を始めた時点の胸部 レ線像をみると,

今回問題 とされた陰影 も含め,レ 線像上に肺結核と考え

てもよいと思われる所見を呈する例は35例 あり,胸 膜肥

厚,硬 化巣と考えられる索状陰影,複 数の葉の石灰化,

断層写真での娘病巣などが主であった。更に,過 去のレ線

像と比較 して変化なしと判定される場合は肺癌よりも肺

結核を考える根拠となり,喀 痰中に抗酸菌が塗抹で検出

された場合は胸部 レ線像上肺結核を思わせる所見がなく

ても肺結核として加療を行なうてとが多く,レ 線像上明

らかな結核の所見がなくても過去に肺結核の加療歴があ

るときは結核の再燃と考え られていた例 もあった。

ての101例 中に肺結核の治療中に肺癌も疑 って喀痰細

胞診を施行 していた例が5例,胸 水細胞診施行例3例,

気管支鏡による擦過細胞診を施行 していた例が8例 あり,
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いずれも陰性なので肺結核の治療を継続する根拠になっ

ていた。小松ら12)は 肺 結核 として入院した症例すべて

に喀痰細胞診を施行するてとをすすめているが,す べての

肺結核症例に細胞診を施行するには問題がありそうであ

る。肺結核 として加療開始後,一 時的にレ線像上の陰影

が改善 したとされる例が13例 あり,肺 門型と考えられる

例が9例 あった。肺癌に伴 う二次感染(閉 塞性肺炎が主

と考えられる)の改善であろうと考えられるが,て のてと

も肺結核加療継続の根拠とされていた。

肺癌に対する治療法についてはての101例 中44例 に外

科的治療が施行されている。抗結核剤投与期間との関連

をみると1カ 月以内15例 中8例,2カ 月19例 中10例,3

カ月15例 中5例,4～12カ 月37例 中15例,13カ 月以上15

例 中6例 となる。細胞型との関連をみると,扁 平上皮癌

34例 中12例(35.3%),腺 癌49例 中24例(49.0%),大 細

胞癌11例 中6例(54.5%),小 細 胞癌7例 中2例(28.6

%)と な る。集団検診で発見された59例 についてみると

細胞型と外科的治療の関連は扁平上皮癌10例 中9例(52.9

%),腺 癌33例 中21例(63.6%),大 細 胞癌7例 中4例

(57.1),小 細胞癌2例 中2例 となり,集 検発見59例 中

36例(61.0%)に 外科的治療を施行したてとになる。従

って,集 検発見例は外科的治療の対象となる割合いが高

いと考えられるがてれを更に胸部レ線像上,陰 影が肺野

型と判定された42例 に限ってみると28例(66.7%)に 手

術が行なわれたてとになる。ての中には抗結核剤を13カ

月以上投与されていた10例 のうちの6例 が含まれており,

そのうち5例 は腺癌であった。胸部レ線像上肺野型を呈

する腺癌は,初 期には喀痰細胞診は陰性を示すてとが多い

が,発 育が遅いてとが多いので幸いにも外科的治療を施

行しえた例が多かったと考えられる。

肺癌をは じめに肺結核と考えて治療を開始すると肺癌

の確診までの期間が長くなり,確 診時には既に進行 して

いるてとが多い。肺結核に対 して強力化学療法を行なう

と稀には陰影の一過性増悪を認め,後 に改善するてとは

認められているが13),松 島 ら14)も指 摘するように肺癌

の認識により,初 期の肺癌の診断は容易になる場合が多

いと考え られる。肺癌を肺結核と考えて治療を開始する

てとは場合によってはやむをえないてとと思われるが,

そ ういう場合も常に肺癌を念頭において検査をするてと

が大切であると考えられる。

結 語

細胞型の判明 した原発性肺癌症例1,592例 の うち,101

例(6.3%)が 確 定診断の前に肺結核の治療をうけてい

た。てれら抗結核剤投与例は集団検診で発見された例が多

く,細 胞型では腺癌が多かった。抗結核剤を投与されて

いた期間は50%の 症例が3カ 月以内であったが15%は1

年以上投与されていた。

集団検診で発見され,胸 部レ線像上で末梢型と考えら

れる例は長期間抗結核剤を投与されている割合いが高か

った。
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